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定例会

定例会報告 P２～ 新年度予算決まる
委員会報告 P6～ こども誰でも通園制度始まる
一般質問 P10～ 歯科診療所どうなる

議 会 だ よ り2026年５月１日
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議会報告会・懇談会を開催します（詳細は本誌７ページをご覧ください）
と　き  ①５月22日（金）19：00～　　　　　　　 ところ  竜王町公民館１階ホール

　　　   ②５月23日（土）14：00～　　 　　　 　　　　　 （竜王町小口276-1）
　　　　 　　　　　 ※予約申込不要

ちょっと竜王町のことを語りませんか？皆様のお越しをお待ちしております



？主な質疑・応答

＜農業振興課＞
町として、協議会をつくって進めている農地の
大区画についての考えは

問

大区画化は国の方針であり、そこにいかにス
マート農業を入れて効率的な生産をするのかが
最大のテーマである。耕作に適さない場所や適
している場所もある。農業者と意見合わせをし
ながら決めていきたい。

答

＜商工観光課＞
現状の物価高におけるふるさと納税返礼品の調
達具合は

問

物価高騰の影響はあるが今後においては原油高
騰も考えられる。返礼品の調達価格について事
業者から申し出をいただいた際には即時に寄付
金額の変更や、一部の返礼品の値上げを行って
いる。

答

＜生涯学習課＞
埋蔵文化財の発掘調査報告書は全戸配布予定か問
埋蔵文化財の報告書は広く国民に一般公開する
ということで、先ずは県内の図書館、関係機関、
または大学等、実際に学生が歴史学を学ぶとこ
ろに配布する。
また策定委員には学識経験者５名、有識者５名
を予定。

答

＜福祉課＞
高齢者の敬老福祉年金支給事業の大幅な見直し
は

問

昨年度5000円から500円へ記念品を減額した
が一定の理解は得た。今後については、検討す
る。

答

＜健康推進課＞
健康管理システム改修業務委託料の内容は問
検診等の結果を記録し、マイナンバーのデータ
連携を通じて全国で共有できる全国的なシステ
ム。毎年、何らかのレイアウトの改修が必要。

答

＜総務課＞
職員研修の充実を図るポイントは問
全職員対象とするが、人選は本人の希望を優先
した上で、上司の推薦を受けた職員を選抜。予
算は、50人を想定。

答

＜未来創造課＞
生成AIの詳細は問
セキュリティが一定担保されており、滋賀県で
導入されている「エリザベース」を導入予定。
国、県から日々通知される多文書の要約に効果
大と予想。

答

＜中心核整備課＞
公園の整備に係る費用内訳は問
公園①（防災設備・防災倉庫3000万円、３連
東屋1000万円、かまどベンチ53万円、防災井
戸約1000万円、マンホールトイレ約600万円、
ソーラー式照明約300万円、トイレ棟1700万
円、遊具施設約4300万円）
公園②（防災パーゴラ約700万円、ソーラー照
明約300万円）で計上。

答

＜生活安全課＞
消防団の団員数と今後について問
令和７年度は団員定数192人に対して180人。
予算は定数ベースで計上。
今後は、より良い消防活動ができるような体制
を検討したい。

答

　町債残高の増加は将来世代への負担軽
減や持続可能な財政運営に多くの課題と
懸念を抱かずにいられない。老朽化する
インフラ整備を始め、社会保障関係経費
の増大など、これらへの対応こそが今、
差し迫った課題である。
　令和８年度予算の執行にあたっては優
先順位の精査を図り、基金の取り崩しや
新たな町債の発行を抑え、町民に共感す
る行財政運営を強く求める

議員からの提言
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（当初予算総額・歳入予算・歳出予算の推移）

町の財政状況は？
（単位：億円）

当初予算総額の推移 122.2
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令和8年度当初予算は99.9億円
（億円）

R4
（2022年）

R5
（2023年）

R6
（2024年）

R7
（2025年）

R8
（2026年）

（対前年比）

当初予算額 67.2 71.0 91.0 122.2 99.9

対前年度伸び率 12.2％ 5.6％ 28.0％ 34.3％ △18.2％

～３月議会のあらまし～
　３月定例会は、３月２日から26日までの25日間の会期で開催されました。
　令和７年度補正予算、令和８年度の一般会計、特別会計予算をはじめ、条例設置や条例の一
部改正、竜王町職員懲戒審査委員会委員選出など、重要な議案について審議しました。各議案
は慎重な審議の結果、原案通り可決されました。
　また、一般質問では９名の議員が、子育て支援、福祉、防災、地域活性化、DX推進など、町
政全般について活発な議論を行いました。（一般質問の記事は、P10以降に掲載）

一般会計における基金残高推移 一般会計における町債残高の推移
（単位：億円）

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

（単位：億円）
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一般会計

当初予算は前年より減少していますが、財政規模から見ると依然として高い水準にあります。
持続可能性を意識した運営が求められます。

基金残高が伸び悩んでいるが不測の事態への備えとして
十分と言えるか検証が必要。

町債残高は右肩上がりで推移。将来世代への負担を見据
えた計画的な財政運営が求められる。
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令 和 ８ 年 度 　 の 主 な 事 業
♦文化の振興と文化財保護・活用の充実� 3,355万円� 拡充

　文化財を地域全体で
計画的に保存・活用す
るため令和８年度から
３か年で文化財保存活
用地域計画の策定に取
り組む。

　農業振興ビジョン実施計画
における重点プロジェクトの
推進に向け、農地大区画化や
省力化に資する基盤整備、老
朽化した用排水路の更新。

♦農業生産基盤整備の戦略的推進� 300万円� 新規

　地震に対するため池
耐震性能の診断を行
い、ため池決壊を未然
に防ぐための工事を実
施。

ため池の耐震が不十分だと・・・

♦農業用ため池の災害リスク低減� 2,300万円� 拡充

決壊！

整備前 整備後

　新竜王小学校の開校および新学童保育所
の開所により交流・文教ゾーンがオープン
する。夏祭りが行われる時期に合わせて
オープンイベントを開催。

♦交流・文教ゾーンオープン記念事業� 600万円� 新規

祝�新小学校�開校式

新
小
学
校

　開
校
式
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令 和 ８ 年 度 　 の 主 な 事 業
♦交流・文教ゾーン　公園整備・共用駐車場等の整備
� ４億2,702万円� 新規

　令和９年度供用開始をめざし、防災機能を備えた公園の整備工事へ着手と共用駐車場の整備
を進める。

便利な町役場へ
♦デジタル技術を活用した行政サービスの推進� ２億8,493万円� 拡充

　行政サービスについて、生成AIやDX活用などデジタル技術とデータ活用で住民の利便性向上
と、業務効率化を図る。

有事で活用するかまどベンチ

♦教育施設および教育環境の計画的な整備と充実
� ２億7,683万円� 拡充

　計画的な校舎・園舎等の改修や修善
を行う。新小学校の開校に向けて、新
規購入備品の調達や移転準備を進める。
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　この条例は、子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律が令和８年４月１日に施行されることに伴い、
関係法令の改正が行われることおよび令和８年度から国民健康保険税の税率を見直すため、所要の改正を行
うものです。

主な質疑応答
繰り入れを年々行って基金1000万円を残額としているが、どのような考えでこの金額を残している
のか。また、法定外繰り入れは、令和12年以降どうなっていくのか。

問

1000万円という金額については、税が不足した場合に備え、過去の経過も踏まえた金額としている。
年々状況は変わるため、各市町の状況を確認しながら毎年度計算し直し、財政運営上で安定して運
営できる額を残すこととしている。なお、法定外繰り入れは現在行っていない。

答

　竜王町国民健康保険税条例の一部を改正する条例審
査

ワールドカフェ方式の懇談会イメージ図

議会改革特別委員会
◆議会報告会2026開催◆
　日時　１回目　５月22日（金）　19時開会
　　　　２回目　５月23日（土）　14時開会

　場所　竜王町公民館ホール

　内容　１部　竜王町議会の概要説明
　　　　　　　３月定例会の報告
　　　　２部　�懇談会（ワールドカフェ方式の意見交換）
　　　　　　�『人口減少・少子高齢化社会が加速する中、
� 持続可能な未来のまちづくりを共に考える』
　　　　テーマ
　　　　　①　「地域活性化について」
　　　　　　　町・地域に魅力や活力を感じますか
　　　　　②　「子育て・高齢者施策について」
　　　　　　　暮らしやすい環境ですか
　　　　　③　「地域公共交通について」
　　　　　　　地域内の移動手段は充実していますか
　　　　　④　「議会の見える化について」
　　　　　　　議会・議員に望むことは　

　対象　全町民（どなたでもご自由に参加できます）

　ワールドカフェ方式とは、リラックスした雰
囲気の中で少人数での対話とメンバーの入れ替
えを繰り返しながら全員の意見を共有する手法
です。
　１テーマ約30分、１人２テーマの意見交換。
　参加して頂いた皆様には、４テーマからご自
分の気になるテーマを２つ選択して各テーブル
に着席していただきます。
　最終的に、各テーブルの記録役（議員）が発
表を行い、参加者全員で意見を共有します。

一緒に竜王町の未来を語り合いましょう。
多くの方のご参加をお待ちしています。
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総務産業建設常任委員会

１　策定経過
　令和７年12月10日の所管事務調査において出された意見、パブリックコメント�
および竜王町上下水道事業運営委員会での意見を踏まえ、一部修正し最終案とした。
２　主な変更内容（令和８年３月10日時点）
　今回の変更については、わかりやすさの向上を重視したものであり、伝わりやすく
するための変更。
３　策定後の対応
　策定後は、本計画を事業運営の指針として活用し、目標数値等により進捗を点検評
価した上で、必要に応じた見直し等を行って運用する。

主な質疑応答
PFOS・PFOAの検査を毎年１回実施するとのことだが、万が一基準を超えた場合どう対応されるの
か。

問

竜王町については全量を受水しているため、速やかに供給元である企業庁との情報共有を行い、対
応についても連携して適切に行う。

答

第六次竜王町総合計画後期基本計画について
　第六次竜王町総合計画は令和３年度から12年度までの計画である。
　前期５年間を振り返り、総括しながら後期５年間の方向性について最終案が決定した。

◆後期基本計画のテーマ
　新しい価値を創造する「新結合」で未来を創る
　～�「ワタシらしさ」を選べる新しい暮らしの�
舞台～

◆後期基本計画のポイント
　①�若者や女性から選ばれる地域づくり（選ばれ
る地方）

　②�住宅用地・産業用地の確保（「強い」経済・「豊
かな」生活環境）

　③社会潮流の反映（地方創生2.0、DX等）

主な質疑応答
前期計画では基本構想の中で「新規住宅
開発：150戸」と見通しが記載されていた
が、今回示された後期計画では変更された
のか。

問

基本構想については今回変更しない方針
としたため、基本構想で上げている数値は
変更していない。

答

調
査

竜王町水道事業ビジョン・経営戦略改定について調
査

山中配水池
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◆「スマートインクルーシブシティ構築事業」に学ぶ（視察研修）
　デジタル技術（オンライン）と市民力（オフライン）の融合により、誰もが孤立せず安心して暮らし続け
ることができるまちを実現するため、当事業に取り組
んでおられる石川県能見市とオンラインにより研修し
ました。
　市内82か所すべての公民館のWi-Fi環境を整え「デ
ジタル公民館」を実現。コミュニティサポーター養成
を企業に業務委託し、官民連携による世代交流の活動
を拡大。関係機関が情報共有できる「医療介護情報連
携システム」の開発など医療介護ＤＸの取組。民生
委員・児童委員が活用する「福祉見守りあんしんマッ
プ」のデジタル化といった市民生活の安心安全へ力強
く取り組まれており、本町もこうした取組みに学び、
地域力を生かしたまちづくりの推進が必要です。

◆「自立支援協議会および放課後等デイサービス事業について」
１　竜王町地域自立支援協議会の設置について
　発達段階・年齢・生活状況・社会環境に応じ、保健・福祉・医療・教育・就労等の関係機関が緊密に連携
し、継続的かつ総合的な支援を提供できる体制を確立するため協議会を設置するもの。情報共有の強化や早
期支援の実現等が期待される。

主な質疑応答
情報をデジタルで一元管理するなど考えているのか。問
今後検討していきたい。答

教育民生常任委員会所管事務調査調
査

主な質疑応答
事業実施候補地には竜王西幼稚園跡地もあがっているのか。問
竜王西幼稚園跡地も含めた複数の候補地で検討していく。答

　６歳から18歳までの就学をしている障がいや発達に特性のある子どもを対象に、放課後や長期休暇
中に生活能力の向上や社会との交流を促進するための支援を行う福祉サービス

放課後等デイサービス

２　放課後等デイサービス事業について
　町内に事業所がないことから、第７期竜王町障がい福祉計画および第３期竜王町障がい児福祉計画に重点
的取組として位置付け、民間による設置の方向で進める。現竜王小学校区学童保育所を活用し、令和９年度
に開所予定。なお、当該地は住宅整備予定地（中心核整備居住ゾーン）であるため、並行して事業実施候補
地の検討を行う。

オンライン研修の様子
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地域活性化特別委員会
中心核（交流・文教ゾーン）の進捗について調

査
　３月９日地域活性化特別委員会所管事務調査において中心核整備（交流・文教ゾーン）の進捗状況につい
て説明を受けました。
◇周辺新設町道は完成し、ラウンドアバウト・信号機は令和８年３月26日に供用開始された。
◇新設された竜王小学校・学童保育所は２学期令和８年９月１日より開校・開所となる。
◇�令和８年度は、「公園整備工事」「共用駐車場整備工事」等３件の事業を実施され、「あそびの広場」は令和
８年度内に開園予定である。
　調整池は、安全のため転落防止用フェンスを設置するが、利活用は検討する。

教育民生常任委員会

◆竜王町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
　乳児等通園支援事業が、子ども・子育て支援法に基づく新たな給付制度として開始されることに伴い、こ
の事業を実施する事業者は町の「確認」を受ける必要があり、そのための運営基準を条例で定めるもの。
◆竜王町乳児等通園支援事業の実施に関する条例
　児童福祉法に基づき、令和８年度から町が実施する、保育所等を利用していない生後６か月から満３歳未
満までの子どもを対象とした乳児等通園支援事業について、実施施設等必要事項を条例で定めるもの。
　◇実施施設　竜王町立竜王こども園
　◇利用予約　利用にあたっては事前に予約が必要（初回利用予約時に面談を受ける必要あり）
　◇利用料　　１人につき１時間当たり300円（30分に満たない場合は２分の１）
　◇利用時間　１人当たり月10時間まで

こども誰でも通園制度始まる！審
査

主な質疑応答
事業の受け入れ体制として、保育士の配置予定はどうか。問
主任教諭に園長を含めた５名体制としている。これに加え専任として会計年度任用職員を新たに雇
用する予定である。

答

公園周辺計画図
 

 

「交流・文教ゾーン」公園整備概要図（案） 

公園① 

公園② 

学童保育所用地 

令和８年３月時点 
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高齢者宅見守り活動（美松台地域）

鎌
か ま だ

田　勝
か つ じ

治 議員

高齢者福祉施策の現状と 
今後の方向性は

問

答 計画をベースに幸せを実感できる
取組を推進する

　
　
次
の
５
点
を
伺
う
。

①�

独
居
高
齢
者
お
よ
び
高

齢
者
の
み
世
帯
の
現
状

は
。

②�

現
在
の
見
守
り
体
制
や

生
活
支
援
体
制
の
課
題

は
。

③�

地
域
福
祉
を
担
う
人
材

へ
の
支
援
策
は
。

④�

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
福
祉
施
策
導
入

は
。

⑤�

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の

構
築
お
よ
び
福
祉
政
策

全
体
の
基
本
的
方
針
と

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

問

ベ
ー
ス
に
把
握
。
支
援
や

介
護
が
必
要
な
方
は
、
民

生
委
員
児
童
委
員
の
活
動

や
ケ
ア
マ
ネ
の
情
報
、
介

護
保
険
申
請
時
の
相
談
時

に
把
握
。

②�

見
守
り
頻
度
や
内
容
に
地

域
差
が
あ
る
こ
と
。
サ
ー

ビ
ス
の
選
択
肢
が
限
ら
れ

る
こ
と
等
が
課
題
。

③�

地
域
内
の
担
い
手
の
状
況

に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
担
い

方
が
必
要
。

④�

今
後
、
検
討
が
必
要
。

⑤�

「
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
共
生
の
ま
ち

竜
王
」
を
基
本
方
針
に
、

多
く
の
町
民
が
幸
せ
を
実

感
出
来
る
取
組
を
推
進
。

　
　
①�

国
勢
調
査
等
の
情
報
を

答 

本
町
職
員
の
福
利
厚
生
は

問

職員互助会の様子

　
　
次
の
３
点
を
伺
う
。

①�

現
在
の
福
利
厚
生
制
度

の
内
容
は
。

②�

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や

職
場
環
境
に
関
す
る
調

査
結
果
の
活
用
は
。

③�

制
度
の
充
実
や
見
直
し

検
討
は
。
他
自
治
体
の

取
組
事
例
の
研
究
お
よ

び
導
入
の
可
能
性
は
。

問

他
市
町
の
事
例
等
も
研
究

し
な
が
ら
持
続
可
能
な
組

織
の
構
築
を
目
指
す
。

　
　
①�

定
期
健
康
診
断
等
に
よ
る

健
康
管
理
や
各
種
休
暇
制

度
、
互
助
会
と
共
済
組
合

に
よ
る
多
様
な
職
員
支
援

制
度
が
あ
り
、
他
自
治
体

と
見
劣
り
は
し
な
い
が
、

更
に
魅
力
的
な
制
度
へ
整

え
る
必
要
は
あ
る
。

②�

労
働
環
境
の
課
題
特
定
や

職
場
環
境
の
向
上
に
活
用
。

自
己
申
告
シ
ー
ト
は
面
談

時
に
活
用
。

③�

令
和
７
年
度
か
ら
人
事
戦

略
担
当
課
長
を
配
置
し
、

答 答

他
自
治
体
と
比
べ
見
劣
り
し
な
い
が

更
に
魅
力
的
な
制
度
へ
整
え
る

議会だより No.215
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一 般 質 問

各議員のQRコードを
スマートフォンで読み
取ると音声配信が聴け
るよ

近江うし丸 問い合わせ　議会事務局　電話　0748-58-3713

次回の一般質問は
令和８年６月18日㈭予定

議員の質問順は町ホームページでご確認ください。

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針などについ
て所信や疑問を質し報告や説明を求めることです。

ページ 質　問　者 質　　問　　事　　項

11 鎌田　勝治 ・高齢者福祉施策の現状と今後の方向性は
・本町職員の福利厚生は

12 中村　匡希
・歯科診療所の新設と跡地活用はどうなる
・AI導入で自治体業務はどう変わるのか
※新竜王小学校の通学路安全対策は万全か

13 若井　政彦
・若者定住・人口減少への歯止めは
・国民健康保険税賦課方法の見直しを
※令和８年度予算を問う

14 小西　久次 ・町の道路整備計画の検討は
・今後の水道事業のあり方は

15 森島　芳男
・ふるさと竜王夏まつりの開催は
・近江八幡竜王線のバイパス道路を
※認知症高齢者への予防とケアは

16 橘　せつ子
・国の小学校の学校給食費無償化を受けて
・介護事業所の現状は
※県の上下水道料金改定への対応は
※竜王町の令和８年度国民健康保険税は

17 内山　英作
・自治会活動の活性化を
・快適な避難所生活をめざして
※「事前防災」コミュニティセンターの設置を

18 大橋　裕子
・国道８号整備促進の取組状況は
・全国体力・運動能力評価を踏まえ今後の取組は
※病児保育の利用状況と課題は

19 三宅　政仁 ・通学する小学校児童に安心・安全を

町政
問ここを う!

３月定例会では９議員が24問の一般質問を行いました。

※紙面の都合上、掲載しておりません。
　QRコードから、全ての質問がお聴きいただけます。
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ニーズが高い集合住宅

若者定住・人口減少への
歯止めは

問

答 住宅地確保と地域コミュニティ
活性化を柱に総合的に進めていく若

わ か い
井　政

まさひこ
彦 議員

　
　
年
間
出
生
者
数
が
令

和
７
年
度
は
２
月
末
現
在

で
27
人
で
あ
る
。
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

①�

人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
評
価
は
。

②�

若
者
定
住
や
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
の
は
何
故
か
。

③�

施
策
と
実
態
の
整
合
は
。

④�

町
の
魅
力
の
創
造
と
発

信
の
評
価
は
。

問

が
多
数
入
居
さ
れ
た
こ
と

な
ど
で
改
善
し
て
い
る
。

②�

主
な
要
因
と
し
て
、
町
の

土
地
利
用
の
制
約
に
よ

り
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
集

合
住
宅
が
不
足
。
ま
た
古

く
か
ら
の
「
し
き
た
り
」

や
「
し
が
ら
み
」
等
の
課

題
が
考
え
ら
れ
る
。

③�

住
宅
地
不
足
と
慣
習
に
基

づ
く
価
値
観
の
変
化
へ
の

対
応
が
必
要
。

④�

令
和
４
年
度
か
ら
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
て
い
る
。

　
　
①�

集
合
住
宅
に
若
い
層
の
方

答 

国
民
健
康
保
険
税
賦
課
方
法
の

見
直
し
を

問　
　
社
会
保
険
料
の
減
額

が
叫
ば
れ
る
中
、
次
の
こ

と
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

国
民
健
康
保
険
の
構
造

的
課
題
に
対
す
る
見
解

は
。

②�

首
長
会
議
で
の
方
向
性

は
。

③�

子
ど
も
の
均
等
割
で
負

担
感
が
増
す
こ
と
に
つ

い
て
は
。

④�

保
険
税
（
料
）
の
県
内

統
一
へ
の
周
知
は
。

⑤�

子
ど
も
の
均
等
割
を
算

入
し
な
い
２
方
式
（
所

得
割
・
均
等
割
）
へ
の

移
行
を
検
討
す
る
考
え

は
。

問

認
識
し
て
い
る
。

②�

県
全
体
で
、
均
等
割
の
廃

止
で
な
く
軽
減
の
対
象
範

囲
拡
大
等
を
国
へ
要
望
し

た
。

③�

令
和
９
年
度
目
途
に
、
均

等
割
５
割
軽
減
を
18
歳
ま

で
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い

て
国
会
で
審
議
さ
れ
る
予

定
。

④
丁
寧
に
周
知
し
て
い
く
。

⑤�

県
の
運
営
方
針
で
、
全
市

町
が
３
方
式
（
所
得
割
・

均
等
割
・
平
等
割
）
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

①�

保
険
料
の
事
業
主
半
分
負

担
や
扶
養
制
度
の
あ
る
社

会
保
険
と
比
べ
、
負
担
感

が
大
き
い
側
面
も
あ
る
と

答 答

地
方
税
法
に
基
づ
き
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い

 種類 賦課の方法 

応益割 
均等割 世帯に属する被保険者数に応じて賦課（子どもを含む） 

平等割 世帯ごとに賦課 

応能割 
所得割 世帯に属する被保険者の所得に応じて賦課 

資産割 世帯に属する被保険者の固定資産税額に応じて賦課 

 

国民健康保険料（税）の賦課方法については、受益に応じた応益割

と負担能力に応じた応能割がある 

実際の賦課では２方式（所得割・均等割）、３方式（所得割・均等

割・平等割）、４方式（所得割・資産割・均等割・平等割）があり、

竜王町は３方式となっている 

 種類 賦課の方法 

応益割 
均等割 世帯に属する被保険者数に応じて賦課（子どもを含む） 

平等割 世帯ごとに賦課 

応能割 
所得割 世帯に属する被保険者の所得に応じて賦課 

資産割 世帯に属する被保険者の固定資産税額に応じて賦課 

 

国民健康保険料（税）の賦課方法については、受益に応じた応益割

と負担能力に応じた応能割がある 

実際の賦課では２方式（所得割・均等割）、３方式（所得割・均等

割・平等割）、４方式（所得割・資産割・均等割・平等割）があり、

竜王町は３方式となっている 

議会だより No.215
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一 般 質 問

AI
導
入
で
自
治
体
業
務
は

ど
う
変
わ
る
の
か

問答

要
約
や
デ
ー
タ
化
を
進
め
、
業
務
効
率
化

に
つ
な
げ
る

　
　
歯
科
診
療
所
の
新
設

に
当
た
り
、
後
任
歯
科
医

師
の
確
保
、
現
歯
科
医
師

の
引
継
ぎ
、
事
業
費
増
の

理
由
、
財
源
、
跡
地
活
用

を
問
う
。

問

　
　
後
任
候
補
の
選
任
を
進

め
、
現
歯
科
医
師
に
よ
る
一

定
期
間
の
引
継
ぎ
勤
務
を
図

る
。
事
業
費
増
は
造
成
費
、

建
築
単
価
上
昇
、
面
積
見
直

し
に
よ
る
も
の
で
、
財
源
は

国
保
調
整
交
付
金
等
を
活
用

す
る
。
跡
地
は
居
住
ゾ
ー
ン

と
し
て
活
用
を
進
め
る
。

答 
歯科診療所の新設と
跡地活用はどうなる

問

答 後任を確保し、居住ゾーンとして
活用を進める 中

なかむら
村　匡

ま さ き
希 議員

移転新築が予定されている現施設

　
　
自
治
体
業
務
へ
の
Ａ

Ｉ
導
入
で
何
が
変
わ
る
の

か
を
問
う
。
生
成
Ａ
Ｉ
の

活
用
分
野
、
効
果
の
捉
え

方
、
安
全
管
理
、
さ
ら
に

近
隣
自
治
体
と
の
連
携
を

ど
う
進
め
る
の
か
。

問

　
　
Ａ
Ｉ
議
事
録
や
Ａ
Ｉ�

－

Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
よ
る
資
料
の

デ
ー
タ
化
を
進
め
る
。
生
成

Ａ
Ｉ
は
、
国
・
県
通
知
文
書

の
要
約
や
新
人
職
員
の
支
援

答 

生成AI利用イメージ

に
活
用
す
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
整
備
を
進
め
、
県
域
で
の

共
同
調
達
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
業
務
効
率
化
を
図
っ

て
い
く
。
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妹背の里にて

検討中の主要地方道近江八幡竜王線

バイパス整備計画エリア

　
　
令
和
７
年
度
は
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
あ
り
未

開
催
で
あ
っ
た
た
め
、
令

和
８
年
度
の
開
催
を
期
待

さ
れ
て
い
る
町
民
も
多
い

と
思
う
が
、
夏
ま
つ
り
の

開
催
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

問

念
行
事
と
夏
ま
つ
り
事
業
を

合
わ
せ
て
、
当
年
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
ふ
る
さ
と
竜
王
夏
ま
つ
り

の
「
ふ
る
さ
と
竜
王
の
魅
力

の
再
発
見
、
家
族
・
仲
間
・

地
域
と
の
絆
の
再
確
認
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の

思
い
出
づ
く
り
」
と
い
っ
た

要
素
を
、
当
イ
ベ
ン
ト
の
中

に
し
っ
か
り
と
盛
り
込
み
、

町
民
の
皆
様
が
心
か
ら
参
加

し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
活

力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
め
ざ
す
。

　
　
９
月
に
新
竜
王
小
学
校

の
開
校
、
新
学
童
保
育
所
開

所
を
迎
え
、
中
心
核
整
備
事

業
と
し
て
も
大
変
大
き
な
節

目
と
な
る
こ
と
か
ら
、
８
月

22
日
に
中
心
核
「
交
流
・
文

教
ゾ
ー
ン
」
の
オ
ー
プ
ン
記

答 

　
　
本
件
は
、
令
和
４
年

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て

質
問
し
た
が
改
め
て
問
う
。

　
安
全
性
の
向
上
、
ま
た

物
流
の
高
速
化
等
の
観
点

か
ら
、
集
落
内
を
通
過
す

る
生
活
道
路
と
通
過
交
通

の
分
離
に
つ
い
て
伺
う
。

３
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
進
捗
は
。

問

期
着
手
お
よ
び
川
守
・
岩
井

区
間
に
つ
い
て
も
位
置
付
け

を
県
に
働
き
か
け
る
。

　
　「
滋
賀
県
道
路
整
備
ア�

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０�

２
３
」
に
当
該
計
画
期
間
中

に
お
い
て
、
着
手
に
向
け
そ

の
時
期
を
検
討
す
べ
き
路
線

で
あ
る
「
着
手
時
期
検
討
路

線
」
と
し
て
、
庄
・
林
の
区

間
に
つ
い
て
バ
イ
パ
ス
整
備

を
す
る
内
容
で
掲
載
さ
れ

た
。

　
今
年
度
に
は
、
東
近
江
土

木
事
務
所
に
お
い
て
、
道
路

整
備
の
第
一
段
階
で
あ
る
概

略
設
計
業
務
を
実
施
さ
れ
て

い
る
。
引
き
続
き
事
業
の
早

答 

近
江
八
幡
竜
王
線
の
バ
イ
パ
ス

道
路
を

問答

県
へ
早
期
着
手
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る

ふるさと竜王夏まつりの
開催は

問

答 活力あるイベントをめざす
森
もりしま

島　芳
よ し お

男 議員
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一 般 質 問

湖南市と竜王町の境界

湖南市 竜王町

今
後
の
水
道
事
業
の
あ
り
方
は

問　
　
本
年
3
月
に
竜
王
町

水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
・
経

営
戦
略
が
改
定
さ
れ
た
。

将
来
人
口
減
少
に
伴
い
経

営
基
盤
の
強
化
・
投
資
の

合
理
化
、技
術
職
員
不
足
、

料
金
水
準
の
適
正
化
の
検

討
等
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　
竜
王
町
の
水
道
は
、
滋

賀
県
湖
南
水
道
用
水
供
給

事
業
か
ら
全
量
受
水
し
て

い
る
。
有
事
に
は
、
町
内

す
べ
て
の
水
道
水
の
停
止

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
隣
接
市
等
か
ら
の
供

給
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
今
後
人
口
減
少
に

よ
り
、
水
道
事
業
の
広
域

化
が
言
わ
れ
て
い
る
が
町

の
考
え
方
は
。

問

　
　
令
和
８
年
度
に
お
い

て
既
存
道
路
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
策
定
業

務
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

し
か
し
、
工
業
団
地
等
の

整
備
が
進
み
交
通
混
雑
が

発
生
し
、
交
通
事
故
等
住

民
の
不
安
が
拭
え
な
い
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
未
掲
載
の
町
道
等
道
路

基
本
計
画
の
策
定
は
い
つ

か
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら

農
業
基
盤
整
備
関
連
予
算

も
計
上
さ
れ
て
お
り
、
基

盤
整
備
と
道
路
整
備
の
関

連
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

問

る
。新
設
道
路
に
つ
い
て
は
、

道
路
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
を
策
定
す
る
中
で
滋

賀
県
の
道
路
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
次
期
改
訂
も
見
据

え
な
が
ら
、
本
町
版
の
道
路

整
備
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
策
定
を
、
令
和
10
年
度
を

目
途
に
着
手
す
る
。
道
路
整

備
に
つ
い
て
は
、
用
地
の
確

保
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
農
村
基
盤
整
備
の
面
的

な
整
備
に
合
わ
せ
て
計
画
す

る
こ
と
が
有
効
な
手
段
で
あ

る
の
で
、
地
元
及
び
関
係
課

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
る
。

　
　
道
路
整
備

は
既
存
道
路
の

維
持
管
理
等
と

今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
と

な
る
新
設
道
路

整
備
の
両
面
で

取
組
む
必
要
が

あ
る
。

　
令
和
８
年
・

９
年
度
で
既
存

道
路
の
維
持
管

理
計
画
を
立
て

整
備
及
び
改
良

箇
所
を
見
定
め

答 

　
　
近
隣
市
と
の
接
続
に
よ

る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
広
域
連
携

の
視
点
か
ら
も
リ
ス
ク
対
策

の
手
法
で
あ
る
と
認
識
し
て

答 

小
こ に し

西　久
きゅうじ

次 議員

町の道路整備計画の検討は問
答 令和10年度を目途に竜王町版
アクションプログラムに着手

改良が待たれる西通り線

答

水
道
の
広
域
化
・
広
域
連
携
は
重
要
な

検
討
課
題
で
あ
る

い
る
。
整
備
規
模
や
費
用
負

担
、
運
用
方
針
等
多
面
的
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
国
・

県
に
お
い
て
は
、
上
下
水
道

の
基
盤
強
化
に
向
け
事
業
運

営
の
一
体
化
等
そ
れ
ぞ
れ
広

域
化
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い

る
。
本
町
は
、
規
模
の
小
さ

い
水
道
事
業
で
あ
る
た
め
、

広
域
化
・
広
域
連
携
は
重
要

な
視
点
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
今
後
、
国
・
県
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
広
域
化
検
討
に

積
極
的
に
参
画
し
、
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
持
続
可
能
な

水
道
事
業
の
実
現
に
努
め
る
。
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防災と福祉活動を連携する弓削自治会

プライバシーと健康⾯に配慮した備蓄進む

　
　
自
治
会
レ
ベ
ル
で

は
、
福
祉
・
防
災
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
が
連
携
し

な
け
れ
ば
活
動
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
ま
な
い
。
　
　

　
そ
こ
で
、
町
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活

性
化
に
向
け
、
令
和
８
年

度
に
自
治
会
活
動
の
実
態

把
握
を
通
し
て
地
域
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
今

後
の
政
策
立
案
に
反
映
さ

せ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、

実
態
把
握
後
の
予
定
は
。

問

　
　
実
態
把
握
の
結
果
を
踏

ま
え
、
中
間
支
援
組
織
に

担
っ
て
も
ら
う
機
能
に
つ
い

て
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を

し
て
い
く
。
一
方
で
、
自
治

会
に
は
、
現
在
実
施
の
自
治

会
活
動
を
見
つ
め
直
す
機
会

を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
人
々
の
価
値
観
が
多
様
化

す
る
中
で
、
自
治
会
活
動
に

参
加
し
て
も
ら
う
に
は
、
そ

の
活
動
の
必
要
性
や
意
義
を

自
治
会
と
区
民
の
方
が
共
有

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

答 

快
適
な
避
難
所
生
活
を
め
ざ
し
て

　
　
地
震
や
水
害
な
ど
の

発
生
時
に
お
け
る
、
快
適

な
避
難
所
運
営
に
向
け
て

の
本
町
の
取
組
意
向
を
伺

う
。

問　
　
避
難
所
生
活
で
は
、
慣

れ
な
い
環
境
か
ら
ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
り
、
心
身
の
健
康
に

不
調
を
き
た
す
可
能
性
が
高

く
な
る
。
避
難
生
活
が
長
期

化
す
る
ほ
ど
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
有
無
が
生
活
の
質

を
左
右
す
る
こ
と
か
ら
も
、

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、

居
場
所
空
間
を
区
切
る
こ
と

に
よ
る
避
難
生
活
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
対
策
は
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。

　
同
時
に
、
避
難
所
に
お
け

る
生
活
環
境
整
備
は
健
康
面

へ
の
配
慮
や
災
害
関
連
死
を

防
ぐ
観
点
か
ら
、「
ト
イ
レ
」、

「
キ
ッ
チ
ン
」、「
ベ
ッ
ド
」

の
備
蓄
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
必
要
な
資
機
材
を
迅
速
に

答 答

避
難
生
活
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
対
策
は

必
要

避
難
所
へ
供
給
で
き
る
体
制

を
整
え
る
こ
と
も
含
め
て
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
環
境

の
向
上
に
向
け
取
組
む
。

問

自治会活動の活性化を問
答 活動の必要性・意義を
自治会と区民で共有することが重要

内
うちやま

山　英
えいさく

作 議員
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橘
たちばな

　せつ子
こ

 議員

持続可能な介護サービスをめざして

ふるさと給食

 

インスタグラムで毎日献立紹介中！ インスタグラムで毎日献立紹介中！

　
　�

①�

国
に
よ
る
小
学
校
の
学

校
給
食
無
償
化
に
合
わ

せ
、
町
が
こ
れ
ま
で

小
・
中
学
校
の
給
食
に

充
て
て
い
た
財
源
を
使

い
、町
内
の
こ
ど
も
園
、

保
育
園
の
給
食
費
を
無

償
化
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

②�
現
在
、
町
の
学
校
給
食

費
無
償
化
の
実
施
に
対

し
、
非
喫
食
児
童
に
は

ど
う
対
応
さ
れ
て
い
る

の
か
。

問

在
の
こ
ど
も
園
や
保
育
園

で
提
供
さ
れ
て
い
る
給
食

は
、
提
供
方
法
や
費
用
徴

収
等
の
仕
組
み
に
違
い
が

あ
り
、
ま
た
国
の
給
食
費

無
償
化
の
制
度
設
計
も
不

明
確
な
部
分
も
あ
る
た
め
、

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ

研
究
し
て
い
く
。

②�

町
外
の
小
中
学
校
に
在
学

し
て
い
る
児
童
生
徒
に
は

給
食
費
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
。
登
校
が
不
定
期
な

児
童
生
徒
に
は
、
い
つ
で

も
喫
食
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。

　
　

①�

３
歳
以
上
児
の
給
食
費
無

償
化
は
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
軽
減
を
図
る
ひ

と
つ
の
手
法
で
あ
る
。
現

答 

国の小学校の学校給食費
無償化を受けて

問

答 ３歳以上児の給食無償化は研究する

介
護
事
業
所
の
現
状
は

問　
　
こ
の
２
年
間
に
町
内

２
か
所
の
介
護
事
業
所
が

廃
止
と
な
り
、
住
民
の
中

か
ら
も
こ
れ
か
ら
の
介
護

は
大
丈
夫
か
と
不
安
の
声

を
聞
く
。

　
前
回
の
質
問
で
、「
各
事

業
所
の
実
態
調
査
を
す
る

べ
き
で
は
」と
の
問
い
に
、

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
把
握
す
る
」
と
の
答
え

だ
っ
た
が
、
調
査
結
果
は

い
つ
出
さ
れ
る
の
か
。

　
事
業
所
の
存
続
は
こ
れ

か
ら
の
介
護
事
業
全
体
に

影
響
す
る
と
思
う
が
、
ど

う
把
握
さ
れ
て
い
る
の

か
。

問　
　
介
護
事
業
所
の
閉
所
は

あ
っ
た
が
、
利
用
者
に
は
必

要
な
ケ
ア
は
継
続
さ
れ
て
い

る
。

　
介
護
人
材
実
態
調
査
を
行

い
、
３
月
末
頃
に
結
果
が
出

る
予
定
で
あ
り
、
次
期
の
計

答 答

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の

確
保
に
努
め
る画

検
討
に
反
映
さ
せ
る
予
定

で
あ
る
。
事
業
所
と
の
対
話

を
重
ね
必
要
な
支
援
を
検
討

し
、
持
続
可
能
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
確
保
に
努

め
て
い
く
。
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問
　

�

学
校
で
の
下
校
時
の
熱
中
症
対
策
は

　（
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
・
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
）

答　�

下
校
途
中
の
公
共
施
設
や
企
業
に
児
童
の
休
憩
場
所
と
し
て
協
力

依
頼
し
て
い
る
。
下
校
時
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
表
時
に
は
保
護
者
の

迎
え
依
頼
や
教
員
の
付
添
い
下
校
で
対
応
し
て
い
る
。
日
傘
や
帽

子
の
着
用
指
導
、
熱
中
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
遵
守
で
取
組
む
。

追跡
!! あの質問

その後、どうなった？
　
こ
の
間
、
保
護
者
と
協

議
を
重
ね
、
チ
ョ
イ
ソ
コ

り
ゅ
う
お
う
や
路
線
バ
ス

の
運
賃
補
助
、
ネ
ッ
ク

ク
ー
ラ
ー
や
日
傘
等
の
財

政
支
援
を
令
和
８
年
度
に

予
算
化
し
た
。
今
後
も
保

護
者
と
と
も
に
継
続
検
討

す
る
。 そ

の
後
、

今
の
状
況
は

議
員
の
質
問
に
、
町
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か

を
追
跡
・
検
証
し
て
み
ま
し
た
。

通学する小学校児童に安心・ 
安全を

問

答 １、２年生は体力的な負担を
考慮している

　
　

①�

１
台
当
た
り
乗
車
定
員
は

27
人
で
、
３
台
合
計
81
人

と
な
っ
て
い
る
。

②�

国
が
示
す
適
正
な
学
校
規

模
の
条
件
が
、
通
学
距
離

４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で

あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て

い
る
。
１
・
２
年
生
は
体

力
的
な
負
担
を
考
慮
し
３

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
緩

和
し
て
い
る
。

③�

通
学
路
途
上
で
の
工
事
な

ど
危
険
が
あ
る
場
合
に
例

外
的
に
利
用
を
認
め
る
。

④�

学
童
利
用
人
数
は
考
慮
し

て
い
な
い
。

答 

　
　
竜
王
小
学
校
の
移
転

に
伴
い
令
和
８
年
２
学
期

以
降
は
新
校
舎
ま
で
の
通

学
で
、
小
学
児
童
67
名
が

バ
ス
を
利
用
す
る
。
小
学

校
の
移
転
に
伴
う
変
化
を

受
け
て
、
次
の
点
を
伺
う
。

①�

小
学
生
の
バ
ス
利
用
は

何
人
か
。

②�

竜
王
町
通
学
自
動
車
の

使
用
に
関
す
る
規
則
、

第
２
条
の
通
学
距
離
の

設
定
理
由
は
。

③�

竜
王
町
通
学
自
動
車
の

使
用
に
関
す
る
規
則
、

第
２
条
の
２
の
「
特
別

な
事
情
」
と
は
な
に
か
。

④�

下
校
時
の
人
数
を
把
握

し
た
上
で
の
検
討
か
。

問

三
み や け

宅　政
まさひと

仁 議員

バス通学する小学生
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近
江
八
幡
市
、
東
近
江

市
、
野
洲
市
お
よ
び
本
町
で

構
成
す
る
国
道
８
号
（
東
近

江
区
間
）
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
が
あ
り
、
毎
年
滋
賀
国

道
事
務
所
、
近
畿
地
方
整
備

局
、
国
土
交
通
省
、
財
務
省

等
に
要
望
を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
当
区
間
が
、

交
通
円
滑
化
や
幹
線
道
路
の

機
能
強
化
等
に
か
か
る
調
査

区
間
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
令

和
６
年
か
ら
国
の
調
査
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
同
期
成
同
盟
会
の

活
動
を
基
本
と
し
て
関
係
機

関
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
。

答 

　
　
竜
王
町
国
道
８
号
沿

線
集
落
に
お
い
て
は
、
渋

滞
や
環
境
汚
染
、
騒
音
問

題
、
振
動
等
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
歩
道
も
狭

く
既
存
集
落
内
の
生
活
道

路
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交

通
事
故
発
生
の
危
険
性
も

あ
る
。

　
現
在
、
野
洲
・
栗
東
バ

イ
パ
ス
の
整
備
が
進
み
、

彦
根
・
東
近
江
区
間
の
計

画
も
進
ん
で
い
る
。
本
町

を
含
む
近
江
八
幡
・
野
洲

の
区
間
を
繋
ぐ
国
道
８
号

整
備
の
取
組
み
を
伺
う
。

問

全
国
体
力
・
運
動
能
力
評
価
を

踏
ま
え
今
後
の
取
組
は

問答

体
育
科
授
業
の
充
実
と
運
動
機
会
の
確
保

に
努
め
る

混雑する国道８号

国道８号整備促進の取組
状況は

問

答 関係機関への働きかけを行う

新体力テストの結果（抜粋）
 

　
　
児
童
生
徒
の
体
力
・

運
動
能
力
、
運
動
習
慣
を

把
握
し
そ
の
改
善
に
役
立

て
る
た
め
に
新
体
力
テ
ス

ト
等
を
全
国
の
小
学
校
５

年
生
の
児
童
と
中
学
校
２

年
生
の
生
徒
を
対
象
に
毎

年
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

た
び
令
和
７
年
度
の
結
果

問

　
　
体
育
の
授
業
充
実
と
運

動
機
会
の
確
保
に
よ
り
、
児

童
生
徒
の
体
力
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
児
童
生
徒
が
楽

答 

し
く
安
全
に
運
動
に
親
し
み
、

生
涯
に
渡
っ
て
意
欲
的
に
運

動
に
取
組
む
姿
勢
を
養
っ
て

い
く
。
ま
た
、
運
動
へ
の
関

心
意
欲
を
高
め
、
実
践
す
る

児
童
生
徒
が
育
つ
よ
う
家
庭

へ
の
働
き
か
け
も
工
夫
し
て

行
う
。

が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
、
町
の
児
童
生
徒
の
体

力
・
運
動
能
力
を
高
め
る

た
め
町
の
取
組
を
伺
う
。
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

美松台はどんなとこ？
　竜王町の北西部に位置し、人口1642名、582世帯（令
和８年３月末現在）が暮らす竜王町最大の団地。自治会
を中心に『地域の安全は地域で守る』という精神をモッ
トーに安全・安心なまちづくりに努めています。年間を
通して色々な団体が様々な活動を行っています。以下の
写真がその一例です。

　子どもからおじいちゃんおばあちゃんまで住民のみなさんが仲良く、困っていれば声をかけあ
いお互いに支え合いながらご近所づきあいができます。また、団体活動、清掃作業などボランティ
アさんのみなさんも元気で活発に活動してくださっています。
　みんなが笑顔で暮らせるすてきな美松台です！� （柴田綾子さんの声）

美
み

松
まつ

台
だい

シリーズ　あちこち まち周
め ぐ り

遊

竜王町

秋

夏

冬

ふれあいクラブひまわり文庫　夏休みお話会こだま会　いちご狩り

おやこ広場クリスマス会 ハロウィン自主防災避難訓練 子ども会文化祭

春

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

三
宅　

政
仁

副
委
員
長　

鎌
田　

勝
治

委　
　

員　

若
井　

政
彦

委　
　

員　

小
西　

久
次

委　
　

員　

森
島　

芳
男

委　
　

員　

山
田　

義
明

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

三
宅　

政
仁

副
委
員
長　

鎌
田　

勝
治

委　
　

員　

若
井　

政
彦

委　
　

員　

小
西　

久
次

委　
　

員　

森
島　

芳
男

委　
　

員　

山
田　

義
明

編
集
後
記

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
ま
ち
の
空
気

も
少
し
ず
つ
や
わ
ら
い
で
き
ま
し
た
。

　

３
月
議
会
で
は
、
新
年
度
に
向
け
た

予
算
や
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
大
切
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
広
報
で
は
、
新
年
度
事
業
や

町
の
財
政
状
況
な
ど
皆
さ
ま
の
暮
ら
し

に
身
近
な
話
題
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
季
節
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
。

ま
ち
も
議
会
も
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
一

歩
ず
つ
前
へ
進
ん
で
い
き
ま
す
！

　

こ
れ
か
ら
も
、
読
み
や
す
く
・
親
し

み
や
す
く
・
ち
ょ
っ
と
楽
し
い
広
報
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽

に
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
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